
様式２ 

 

○生徒が安心できる空間の確保 

クッションフロア、様々な机、個別の

ブース等を設置し、過ごしたい場所を選

択できるようにしている。 

○別室利用カードの作成 

校内別室を利用した生徒の様子をデ

ジタル化し、いつでも全教職員で共有で

きるようにしている。 

○リモート授業の実施 

校内別室から 

でも教室の授業 

をリモートで受 

けられるように 

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内別室における取組について 

 

対象生徒は中学校２年生で、１年生２学期から不登校傾向となり登校が難しくなっ

た。校内別室を利用するようになり、担任や校内別室指導支援員、ＳＣ、友達等と徐々

にコミュニケーションが取れるようになってきた。その後、少しずつ登校日数が増え、

現状は週２、３日定期的に別室登校している。 

 

不登校生徒の状況 

別室は、不登校生徒だけでなく、登校してい

ても教室に入りづらい生徒も利用していて、不

登校の未然防止にも役立っている。不登校傾向

のある生徒の保護者の安心感にもつながってい

る。 

また、校内別室があることで教員の授業準備

の時間が確保でき、教員の働き方改革にもつな

がっている。 

成果 

教員間の校内別室への共通

理解を図ること、校内別室のル

ールを作ること、校内別室指導

支援員の確保などが課題とな

っている。 

課題 

○全校生徒・保護者への周知 

校内別室についてお知 

らせを作成し、全校生徒 

へ配布した。 

学校ホームページにも 

掲載している。 

具体的な取組 



様式２ 

 

○支援記録 

複数の支援員が生徒の対応に当たって

いる。「支援記録」を回覧することで、生

徒の様子や学習進度などを共有し、支援

員によって異なった対応にならないよう

にしている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別室支援の取組について 

対象生徒は、小学校から不登校が継続している。入学前には、小学校と情報共有を

行うとともに、保護者との相談を行うなど、当該生徒への支援について検討する場を

設けた。中学校入学後は、集団の生活を避け、別室登校への登校を行うことで学校と

のつながりを維持・継続している。 

 

不登校生徒の状況 

 不登校生徒が抱える様々な悩みに向き合うと

ともに、生徒が学校とのつながりを維持するため

の一つとして、校内別室の設置は一定の効果を上

げている。 

成果 
 支援員の確保や、支援員と担

任等の教員との情報共有などが

課題である。 

課題 

○オンライン授業配信 

ＩＣＴ推進委員会を中心にオンライン

学習の整備を行っている。各クラスにカ

メラを設置し、一人１台端末を通して授

業をリアルタイムで視聴できる環境整備

を進めている。集団を苦手とする生徒が

落ちついた環境で学習を進めることがで

き、一定の効果を上げている。 

○校内支援委員会 

毎週行われる校内支援委員会におい

て、不登校生徒の情報共有や校内別室の

環境整備についての協議を行っている。

ＳＣにも参加してもらうことで、不登校

生徒に対し、多角的な援助を進めている。 

○校内別室運営 

校内別室指導支援員の協力の下、校内

別室の運営を行っている。保護者の理解

を得た上で、生徒の自学自習を基本と

し、支援員は学習をサポートのために利

用生徒と関わっている。自学のために学

習の計画を立てることが生徒の自発的

な行動を促している。 

支援員のスケジュール管理について

は特別支援コーディネーターが中心と

なって行い、ホワイトボードを用いて利

用生徒に伝わるようにしている。支援員

の在・不在が見える化されていること

で、生徒も利用可能な時間等を把握する

ことができるようになっている。 

具体的な取組 



様式２ 

中学に進学後も、校内別室のような少

人数の環境を希望していることから、担

任より情緒固定学級の利用を提案し、医

療機関の受診につながった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して思いを伝えられるようになるための環境づくり 

対象生徒は、小学校５年生の 3 学期から登校しぶりが始まった。登校しても校門の

前で立ち止まったり、家に帰ったりしていたが、校内別室支援開始後の小学校６年生

の 4 月からは、校内別室へ登校できるようになった。中学進学へのイメージがもてる

ようになり、中学校情緒固定学級の体験に参加することができた。 

 

不登校児童の状況 

 校内別室で話を聞いてもらえる環境が整い登校に

対する気持ちが前向きになった。在籍学級との関わ

りを継続することで、授業や給食、委員会に参加する

ことができるようになった。それを周囲から評価さ

れることで自己肯定感を高める一助となっている。 

成果 

 教職員との連携ができる

支援員の人材確保や、支援

員と教職員が限られた時間

の中で情報共有や引き継ぎ

をすること。 

課題 

○他の児童と関わりをもつ機会 

カードゲームや手芸や工作を通して、

校内別室を利用する他の児童と関わりを

もつ機会を設定した。他の児童との関わ

りが生まれ、同じ在籍学級で校内別室を

利用している児童との人間関係が構築さ

れた。その児童と一緒であれば教室で授

業を受けられる時間が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

○ＳＣ面談 

ＳＣによる面談を週 1 回実施してい

る。毎週、同じ曜日や時間に設定するこ

とで、当該生徒の心の安定につながって

いる。面談では、家庭での生活の様子や

家族との関係、学校生活における不安や

課題について取り上げ、漠然とした思い

の相談を受けている。 

 

○一日の予定を相談する時間 

教室への登校に不安が強いため、校内

別室へ登校してから支援員と一緒に担

任のところへ行き、一日の予定を相談す

る時間を設けている。少しずつ自分の思

いを伝えられるようになっている。自分

の気持ちを伝えることが難しいときに

は、具体的な言い方を支援員に教えても

らい、言葉で表現することに取り組んで

いる。 

 

具体的な取組 

○関係機関との連携 

当該児童は、発達的な特性があるため、

中学校に進学後も、校内別室のような少

人数の環境を希望していることから、担

任より情緒固定学級の利用を提案し、医

療機関の受診につながった。 


